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卒業必修 保育士必修 幼稚園教諭必修 選択 

授業科目名： 

心理学入門 

ナンバリング： 1005 

 単位数：2単位 
（半期）講義 

担当教員名：山田 耕平 
担当形態：単独 

  

  

授業の到達目標及びテーマ  

1. 心理学の基礎知識を身につけることができる。 

2. 心理学の基本的な諸概念を理解できる。 

3. 心理学の視点から、人間の行動を理解し説明することができる。 

授業の概要 

 心理学の基本的な知識を学び、保育の現場で活用な思考・方法を身につける。 

授業計画 

第１回：オリエンテーション、心理学とは何か（概説） 

第２回：様々な心理学① 

第３回：様々な心理学② 

第４回：様々な心理学③ 

第５回：様々な心理学④ 

第６回：復習・ディスカッション 

第７回：発達① 

第８回：発達② 

第９回：発達③ 
第１０回：復習・ディスカッション 

第１１回：心理学の活用① 
第１２回：心理学の活用② 
第１３回：心理学の活用③ 
第１４回：復習・ディスカッション 
第１５回：まとめ 

定期試験：筆記試験 

授業時間外の学習 
 
・毎回の講義を必ず復習し、

学びや気づきを整理するこ

と。（毎回１時間程度） 
 
・講義内で学習した知識につ

いて、実生活で検証を行う

こと。 

 

授業の方法 
 講義、ディスカッション。提出された課題には、コメント等を入れて返却する。 
テキスト  指定なし。適宜プリントを配布する。 

参考書・参考資料等  
・『セラピストのための子どもの発達ガイドブック:0歳から 12歳まで 年齢別の理解と心理

的アプローチ』（著）Dee C.Ray（訳）小川裕美子，湯野貴子，子どものプレイセラピー研究

会 

・「0歳～6歳子どもの社会性の発達と保育の本」湯汲 英史 Gakken保育 Books 

学生に対する評価  
 授業参画度（30％）、課題（30％）、定期試験（40％）。 
ルーブリックを活用し、総合的に評価する。 
履修上の注意 
受講にあたっては、配布物や参考書文献等を用いて事前事後の学習を行うこと。 
実務経験の有無 有 実務経験 臨床心理士・公認心理師 

生活困窮者支援・学生相談・教育相談・幼稚園巡回相談 
等 

実務経験を活かした教育内容  
切り口の異なる多様な現場での実践経験を活かし、実践的な知識を含む授業を行う。 

 




